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厚生労働科学研究費補助金（エイズ対策政策研究事業） 

総括研究報告書 
 

職域での健診機会を利用した検査機会拡大のための新たな HIV 検査手法開発研究 
（Ｈ２９-エイズ-一般-００７） 

 
研究代表者  川畑拓也  地方独立行政法人 大阪健康安全基盤研究所 主幹研究員 

 
研究要旨 
 HIV 感染症は早期発見・治療により感染拡大と発症を防止することが必要である
が、我が国では症状が出て初めて感染が判明する HIV 症例は総報告数の約 30％を占
める。そのうち就労世代は約 76％を占め、保健所等無料匿名検査を利用しにくい就
労世代において発症する前に HIV 感染を検知する機会が失われている恐れがある。 
 本研究では、労働安全衛生法第 66 条に基づき事業者が労働者に対して実施する
定期健康診断（規則第 44 条）において事業者に結果を知られること無く受けられ
る HIV 検査環境を健診施設に整備する方法の検討、健診受診者に最新の HIV 治療の
情報や支援制度・支援組織を紹介することによる HIV/エイズの啓発、定期健康診断
の機会に実施するHIV検査を通じて潜在的な感染者を発見するための費用対効果の
評価を行う。今年度は流行する梅毒トレポネーマの遺伝子タイピング、健診センタ
ー･人間ドック施設における HIV･梅毒検査の試行、健診施設で使用する HIV･梅毒検
査案内の作成、健診機会を利用した HIV 知識習得の有効性の推定を実施した。 

 
 

森 治代 大阪健康安全基盤研究所 
     総括研究員 
駒野 淳 国立病院機構名古屋医療 
     センター 臨床検査科長 
本村和嗣 大阪健康安全基盤研究所 
     感染症部ウイルス課 課長 
小島洋子 大阪健康安全基盤研究所 
     主任研究員 
渡邊 大 国立病院機構大阪医療セン 
     ター HIV 感染制御研究室長 
大森亮介 北海道大学人獣共通感染症 
     リサーチセンター 特任准 

教授 
 
Ａ.研究目的 
 HIV 感染症は早期発見・治療により感染の
拡大と発症を防止することが必要であるが、
我が国では症状が出て初めて感染が判明す
る HIV 症例が 2016 年の総報告数の約 30％
（1448 例中 437 例）を占め、そのうち就労世
代の 30〜59 歳は約 76％を占める。大阪府内
における我々の調査でも同様の結果が得ら
れている（川畑、南界堂通信 2013 年春号、
MASH 大阪編）。HIV 検査は保健所での無料匿
名検査を軸とするが、時間・空間的制約から、
就労世代にとっては利用しにくい。その結果、
発症する前にHIV感染を検知する機会が失わ

れている恐れがある。 
 本研究では、労働安全衛生法第 66 条に基
づき事業者が労働者に対して実施する定期
健康診断（規則第 44 条）において匿名 HIV
検査を事業者に結果を知られること無く受
けられる環境を健診センターあるいは人間
ドック施設（以下、健診施設）に整備する方
法の確立、健診受診者に最新の HIV 治療の情
報や陽性者向け支援制度・支援組織を紹介す
ることによる HIV/エイズの啓発、定期健康診
断の機会に実施するHIV検査を通じて潜在的
な感染者を発見するための費用対効果の評
価を行う。 
 今年度は以下の研究を行った。 
(1) 流行する梅毒トレポネーマの遺伝子タイ

ピング 
(2) 健診センター･人間ドック施設における

HIV･梅毒検査の試行 
(3) 健診センター･人間ドック施設で使用す

る HIV･梅毒検査案内の作成 
(4) 健診機会を利用した HIV 知識習得の有効

性の推定 
 

Ｂ.研究方法 
(1) 流行する梅毒トレポネーマの遺伝子タイ

ピングに関する研究 
 本研究では、梅毒トレポネーマの流行
が一般住民の男女に拡大している事を
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明らかとするため、ゲイ･バイセクシャ
ル男性の梅毒疑い患者、異性愛の男女の
梅毒疑い患者から得た潰瘍滲出液のス
ワブ検体あるいは尿検体合計 95 検体か
ら DNA を抽出し、梅毒トレポネーマ遺伝
子のタイピングを実施した。 

(2) 健診センター･人間ドック施設における
HIV･梅毒検査の試行 

健診施設において、実際に HIV 検査･
梅毒検査の試行を行うため、協力健診施
設を募り、実施に向けた協議を重ねた。 

(3) 健診センター･人間ドック施設で使用す
る HIV･梅毒検査案内の作成 

   健診施設における HIV･梅毒検査提供
時に広報資材兼啓発資材として健診利
用者全員に配布する検査の案内を作成
した。 

(4) 健診機会を利用した HIV 知識習得の有効
性の推定 

   広報資材による知識習得の効果を評
価するには、知識提供前後の HIV 感染症
に関する理解度を比較する必要がある
ため、今年度は、健診センターの受検者
を対象に知識提供前のHIV感染症に対す
る理解を測る書面調査を行った。 

 
Ｃ.研究結果 
(1) 流行する梅毒トレポネーマの遺伝子タイ

ピング 
検体 95例中、TpN47遺伝子あるいはpolA
遺伝子のPCR法が陽性であった検体は36
例（37.9%）であり、その内訳は異性愛
男性が１８例、異性愛女性が１１例、MSM
が７例であった。梅毒遺伝子のarp, tprE, 
tprG, tprJ, tp0548 を指標に用いた
Enhanced CDC -typing（ECDCT）法と、
tp0136, tp0548, 23S rRNA の塩基配列を
指標にしたSequencing-based Molecular 
Typing（SBMT）法を併用した結果、梅毒
トレポネーマ（ Treponema pallidum 
subsp. pallidum）(TPA)の SS14 系統が
31 例（86.1%）、TPA の Nichols 系統が 1
例（2.8%）、TEN が 2 例（5.6%）であっ
た。また、感染経路が異性間性的接触の
検体では、14d/f-SSR8 の遺伝子型の TPA
が 78.6%と多くを占めており、特に女性
の検体の 90.9%がこの遺伝子型であった。
一方、同性間性的接触の検体ではこの遺
伝子型の TPA は 1 例も認められず、それ
以外の多様な遺伝子型が検出された。 

(2) 健診センター･人間ドック施設における

HIV･梅毒検査の試行 
 協力の得られた沖縄県那覇市の健診
施設と協議を重ねた結果、以下のような
枠組みで健診利用者に検査の提供をし
て頂けるようになった。 
･研究班開発の検査案内兼啓発資材の使
用。 
･HIV スクリーニング検査と梅毒 TP 抗体
検査の提供。 
･結果返却は陽性者については対面で、
陰性者は圧着ハガキによる本人宛親展
の郵送で実施。 
･陽性者は那覇市保健所に紹介し、那覇
市保健所にてカウンセリングとHIV確認
検査･梅毒の定量検査を実施し、陽性の
場合は医療機関（拠点病院や専門医院）
に紹介する。 

(3) 健診センター･人間ドック施設で使用す
る HIV･梅毒検査案内の作成 
読みやすさと堅く無い印象になるよ

う配色やイラストの使用にこだわった
案と、内容は等しく、検診施設のイメー
ジに合わせた案の２種類の案内を作成
した。 

(4) 健診機会を利用した HIV 知識習得の有効
性の推定 
 沖縄で行なったアンケート調査には
男性 48 名、女性 54名、不明１名の計 103
名が参加し、内閣府の調査対象と同様の
性比であったが、年齢構造には差が見ら
れた。 
 HIV 感染症とエイズの関係の認識につ
いては、同じ事を意味すると思っていた
という回答が一番多く、エイズの印象に
ついては、死に至る病であるという回答
が一番多く、HIV 感染の原因については、
無防備な性行為という回答が一番多か
った。HIV・エイズの最新情報の認知度
については、治療方法は進歩しているが、
完治させる事はできず、薬を飲み続けな
ければならないという回答が一番多く、
HIV に感染したと思った場合の行動につ
いては、診療所いや病院で相談するとい
う回答が一番多く、保健所での匿名・無
料の HIV 検査の認知度については、知っ
ているという回答と知らないという回
答が同数であった。保健所で HIV 検査を
受けやすくするために重要な事につい
ては、匿名・無料で受けられることの周
知という回答が一番多かった。 
 また、HIV とエイズの関係の認識につ
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いて、18 歳から 29歳まで、50 歳以上の
年齢群が、エイズの印象については 60
歳から 69 歳までを除いた全年齢群が、
HIV・エイズの最新情報の認知度は 30 歳
以上の年齢群全てにおいて、HIV に感染
したと思った場合の行動については 18
歳から49歳までと50歳から59歳まで、
保健所での匿名・無料の HIV 検査の認知
度については 18 歳から 59 歳までに、内
閣府の調査結果との大きな差が見られ
た。 

 
Ｄ.考察 
(1) 流行する梅毒トレポネーマの遺伝子タイ

ピング 
本研究の目的は、異性愛者の男女で梅

毒が感染拡大していることを証明する
ことであったが、大阪においては世界的
に感染が拡大している SS14 系統の梅毒
トレポネーマが、異性愛者の男女の間で
流行している事、さらに男性同性間性的
接触と異性間の性的接触では流行して
いる梅毒トレポネーマに差があること
を日本で初めて明らかにした(J Clin 
Microbiol.2019 Vol.57(1), 
doi:10.1128/JCM.01148-18.)。 

この成果を自治体に還元し、梅毒対策
として健診施設における HIV･梅毒検査
モデル事業を導入する様、働きかけてい
きたい。 

(2) 健診センター･人間ドック施設における
HIV･梅毒検査の試行 
 今回、具体的な協力健診施設が得られ、
ゼロから実際に健診における HIV･梅毒
検査を提供する事が出来る様にまでこ
ぎ着けられたことで、他の健診施設へ協
力を呼びかけた場合に、協力施設が得や
すくなる効果も期待でき、本研究におい
て非常に大きな成果となったと考える。 

(3) 健診センター･人間ドック施設で使用す
る HIV･梅毒検査案内の作成 

資材に盛り込む必要のある啓発の語
句や表現については、ある程度予想でき
るが、啓発資材がどの様なデザインであ
れば、知識や受検者数の向上に寄与する
かは、実際に試用してみて、比較しなけ
れば、明らかにすることは難しいと考え
る。 

(4) 健診機会を利用した HIV 知識習得の有効
性の推定 

沖縄のアンケートにおけるHIVとエイ

ズの関係の認識について、正しく理解し
ていたと回答した人数が少なかった。こ
れは、本研究の調査対象がまだ HIV の理
解度を高める事ができる余地がある事
を意味し、本研究の主題である、健診施
設でのHIVの知識習得の効果が期待され
る。そして、低年齢群ほど、保健所など
の相談窓口に相談すると回答した人数
が少なかった。これは内閣府の調査結果
と合致する結果であった。若年層の一般
市民の保健所の活用の促進の為には、自
治体による情報提供等の活動が必要で
ある事が示唆される。 

 
Ｅ.結論 
(1)流行する梅毒トレポネーマの遺伝子タイ
ピング 

大阪地域の異性間性的接触で流行して
いる梅毒トレポネーマは、男性同性間の性
的接触で流行している梅毒トレポネーマ
とは異なるタイプ（遺伝子型）であること
を明らかにした。 

(2)健診センター･人間ドック施設における
HIV･梅毒検査の試行 

これまで HIV 検査･梅毒検査を健診利
用者に提供していなかった健診施設にお
いて、検査を提供する直前までこぎ着けた。
今後、他の健診施設への波及効果が期待さ
れる。 

(3)健診センター･人間ドック施設で使用す
る HIV･梅毒検査案内の作成 

  手にした者のHIVと梅毒の知識習得を
可能とする、健診施設における HIV･梅毒
検査の案内資材を試作した。今後、実際に
使用し、その効果を検証する。 

(4)健診機会を利用した HIV 知識習得の有効
性の推定 

  本研究の調査対象では HIV の知識習得
に余地があり、健診施設での HIV の知識習
得の効果が期待される。 

 
Ｆ.健康危険情報 

報 告 内 容 : 本 邦 で 初 め て Treponema 
pallidum subsp. endemicum（TEN）に感染
した風土病性梅毒（bejel:ベジェル）の患
者 5名（全員が MSM）を、遺伝学的に確認
した。患者の中には渡航歴の無い者も含ま
れ、梅毒トレポネーマ（TPA）の流行に紛
れて TEN が国内で流行していることが懸
念される。 
情報源:Kawahata T, et al, Emerging 
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Infectious Diseases, 2019, in press.
（accepted on 20-May-2019.） 
https://wwwnc.cdc.gov/eid/article/25/
8/18-1690_article 
情報に関する評価・コメント: 
グレードＢ情報（情報提供・経過注視） 
コメント（本邦において健康への影響が

あり、科学的根拠も明確だが、梅毒トレポ
ネーマと同じ治療法が有効であり、検査診
断も梅毒トレポネーマと同じ方法で可能
である為、緊急性に乏しい。） 
その他: 論文公開後、ゲイコミュニティを
通じゲイ･バイセクシャル男性へ情報提供
を行うことを検討中である。 
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シー様症状を起こした難治性ニューモ
シスチス肺炎の一例。第 32 回日本エイ
ズ学会学術集会・総会、2018 年 

29. 山本雄大、伊熊素子、渡邊 大、湯川理
己、来住知美、廣田和之、上地隆史、
西田恭治、上平朝子、白阪琢磨。ニュ
ーモシスチス肺炎に肺ノカルジア症を
合併した後天性免疫不全症候群の 1 例。
第 32回日本エイズ学会学術集会・総会、
2018 年 12 月 3日、2018 年 

30. 北島平太、廣田和之、寺前晃介、来住知
美、伊熊素子、上地隆史、渡邊 大、西
田恭治、上平朝子、白阪琢磨。抗 HIV
療法後に肝臓及び脾臓の病変増悪を認
めた肺結核の一例。第 32回日本エイズ
学会学術集会・総会、2018 年 12 月 3
日、2018 年 

 
Ｈ. 知的財産権の出願・登録状況 
 特になし。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．分担研究報告 
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厚生労働科学研究費補助金（エイズ対策政策研究事業） 

分担研究報告書 
 

梅毒感染が MSM 以外でも拡大している証拠を得るための梅毒遺伝子タイピング研究 
 

研究分担者 小島洋子 地方独立行政法人 大阪健康安全基盤研究所 主任研究員 
研究分担者 森 治代 地方独立行政法人 大阪健康安全基盤研究所 総括研究員 
研究分担者 駒野 淳 国立病院機構 名古屋医療センター 臨床検査科長 
研究分担者 本村和嗣 地方独立行政法人 大阪健康安全基盤研究所 ウイルス課 課長 
研究協力者 古林敬一 そねざき古林診療所 所長 
研究代表者 川畑拓也 地方独立行政法人 大阪健康安全基盤研究所 主幹研究員 

 
研究要旨 
 ゲイ･バイセクシュアル男性における HIV 対策にこれまで力を注いできた自治体
から、広く成人男女の住民が受診する健診において HIV･梅毒検査の受検勧奨を自治
体が推進するには、梅毒が men who have sex with men(MSM)等同性愛者以外に、成
人人口の大部分を占める異性愛者の男女にも感染拡大していることを裏付けるエ
ビデンスが必要だと要望された。そこで、大阪府内で 2013 年 9月より 2017 年 8月
まで採取した梅毒トレポネーマについて遺伝子型別（遺伝子タイピング）を行い、
梅毒の流行状況を遺伝子疫学的に検討した。 
 その結果、異性愛者の男女で流行している梅毒トレポネーマの遺伝子型と MSM で
流行している梅毒トレポネーマの遺伝子型は、その傾向に差があることが明らかと
なった(J Clin Microbiol.2019 Vol.57(1), doi:10.1128/JCM.01148-18.)。 
 

Ａ.研究目的 
当研究班の研究目的の一つとして、研究成果

を自治体に還元し、感染症法に基づく「後天性
免疫不全症候群に関する特定感染症予防指針」
に定められる「職域検診ＨＩＶ･性感染症検査
モデル事業」を普及させることがある。対象と
なる自治体（いわゆるエイズ対策における重点
都道府県、政令市等）の中には、ゲイ･バイセ
クシュアル男性に対する HIV 対策にこれまで
力を注いできた自治体が少なくない。そうした
自治体の中には、検診の機会を利用して HIV
検査･梅毒検査を勧めることは、ゲイ･バイセク
シュアル男性といったいわゆる個別施策層を
対象としたエイズ対策から、広く一般住民を対
象とした施策への転換と捉える自治体が存在
した。そうした自治体の中には、一般住民が受
診する健診における HIV･梅毒検査の受検勧奨
を自治体が推進していくために、梅毒がゲイ･
バイセクシュアル男性以外にも広く感染拡大
していることを裏付けるエビデンスを要望す
る自治体が存在した。 

そこで我々は、梅毒の流行状況を調査する目
的で、我々が 2013 年 9 月より 2017 年 8月まで
採取した梅毒トレポネーマの遺伝子型別を行
った。 

 

Ｂ.研究方法 
本研究では、大阪府内の梅毒疑い症例患者か
ら採取した病変部の滲出液から DNA を抽出し、
梅毒トレポネーマ（TP）の遺伝子解析を行った。 
解析方法には、世界的に用いられている梅毒遺
伝子の arp, tprE, tprG, tprJ, tp0548 を指標
に用いた Enhanced CDC -typing（ECDCT）法と、
tp0136, tp0548, 23S rRNA の塩基配列を指標
にした Sequencing-based Molecular Typing
（SBMT）法の両方を実施した。 
（倫理面の配慮） 
本研究は地方独立行政法人 大阪健康安全基
盤研究所倫理審査委員会の承認を得て実施し
た（申請番号：0810-05-4、1802-077）。 
 
Ｃ.研究結果 
梅毒トレポネーマ（Treponema pallidum 

subsp. pallidum）は大きく SS14 系統と
Nichols 系統に分かれるが、本研究では SS14
系統は 31 例（86.1%）、Nichols 系統は 1 例
（2.8%）と世界的流行の傾向の中で中国やアメ
リカと同様の比率であった。また、梅毒と診断
された内の 2例の病原体が、国内でこれまで報
告が無い、風土病性トレポネーマ症の病原体で
あ る TEN （ Treponema pallidum subsp. 
endemicum）である事が分かった。また、ECDCT
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法では 25例が遺伝子型 14d/f（男性 14 例、女
性 11例）、SBMT 法では遺伝子型 SSR8 が 26 例
（男性 16例、女性 10例）とそれぞれ最多であ
った。近年、世界的には SS14 系統の約 90%、
Nichols 系統の約 25%にマクロライド系抗生物
質の耐性変異といわれている 23S rRNA の
A2058G 変異がみつかっているが、今回の結果
では、SS14 系統の 90.3%にこの変異がみつかっ
た。Nichols 系統は症例が 1例であるが耐性変
異はなかった。また、TENでは 2例中2例(100%)
で耐性変異がみつかった。 
 ECDCT 法と SBMT 法を合わせて解析した結果
では、感染経路が異性間性的接触の検体では、
14d/f-SSR8の遺伝子型のTPAが78.6%と多くを
占めており、特に女性の検体の 90.9%がこの遺
伝子型であった。一方、同性間性的接触の検体
ではこの遺伝子型の TPA は 1 例も認められず、
それ以外の多様な遺伝子型が検出された。 
 
Ｄ.考察 

現在の世界的な梅毒トレポネーマの流行に
おいて、いくつかの国では、異性間での流行に
先行して同性間での流行が観察・報告されてい
る。日本においても、川崎や東京、大阪などで
も同様のことが観察されている。このことから、
先にゲイ･バイセクシャル男性で流行した梅毒
トレポネーマが、異性愛者の集団に漏れ出し、
流行が拡大したという考え方もある。しかしな
がら、大阪において採取した限られた数の検体
の解析ではあるが、今回の我々の解析結果では、
先に同性間性的接触で流行した梅毒トレポネ
ーマと、後から異性愛者の男女で流行した梅毒
トレポネーマでは、遺伝子型の傾向が異なるこ
とが観察された。このことは、同性間で感染が
拡大した梅毒トレポネーマが異性愛者の男女
へ感染が拡大した訳では無いことを示唆して
いる。 
本研究の目的は、異性愛者の男女で梅毒が感
染拡大していることを証明することであった
が、大阪においては世界的に感染が拡大してい
る SS14 系統の梅毒トレポネーマが、異性愛者
の男女の間で流行している事を明らかにした。
さらに同性間性的接触と異性間性的接触では
流行している梅毒トレポネーマに差があるこ
とも明らかにした。我々の報文に続き国立感染
症研究所の金井らも、ECDCT 法と 23S rRNA 遺
伝子の耐性変異の解析の結果、我々の結果と同
様の傾向が観察されたことを報告しており（J 
Clin Microbiol.2019 Vol.57(1), 
doi:10.1128/JCM.01167-18.）、我々の報文の確
度は高いと考えられる。 

 
Ｅ.結論 
 大阪地域の異性間性的接触で流行している
梅毒トレポネーマは、男性同性間の性的接触で
流行している梅毒トレポネーマとは異なるタ
イプ（遺伝子型）であることを明らかにした。                                                  
 
Ｇ.研究発表 
１．論文発表 
1. Kojima Y, Furubayashi K, Kawahata T, Mori 

H, Komano J. Circulation of Distinct 
Treponema pallidum Strains in 
Individuals with Heterosexual 
Orientation and Men Who Have Sex with 
Men. J Clin Microbiol. 2019 Jan 2;57(1). 
pii: e01148-18. 
doi:10.1128/JCM.01148-18. Print 2019 
Jan. PubMed PMID: 30381419; PubMed 
Central PMCID: PMC6322452. 

2. Makiko Kondo, Koji Sudo, Takako Sano, 
Takuya Kawahata, Ichiro Itoda, Shinya 
Iwamuro, Yukihiro Yoshimura, Natsuo 
Tachikawa, Yoko Kojima, Haruyo Mori, 
Shingo Kato. Comparative evaluation of 
the GeeniusTM HIV 1/2 Confirmatory Assay 
and the HIV-1 and HIV-2 Western blots in 
the Japanese population. PLoS One 
13(10):e0198924 

3. Urano E, Miyauchi K, Kojima Y, Hamatake 
M, Ablan SD, Fudo S, Freed EO, Hoshino 
T, Komano J. A Triazinone Derivative 
inhibits HIV-1 Replication by 
Interfering with Reverse Transcriptase 
Activity.ChemMedChem. 2016, 11(20), 
2320-2326.  

4. 古林敬一、小島洋子、川畑拓也、RPR 陰性の
第 1 期梅毒、日本性感染症学会誌、
Vol.29,No.1 141-142 2018 

5. Junko Hattori, Teiichiro Shiino, 
Hiroyuki Gatanaga, Haruyo Mori, Rumi 
Minami, Kazue Uchida, Kenji Sadamasu, 
Makiko Kondo, Wataru Sugiura. 
Characteristics of Transmitted 
Drug-Resistant HIV-1 in Recently 
Infected Treatment-Naïve Patients in 
Japan. JAIDS. 2016. 71:367-373. 

6. Kurata T, Uchino K, Hotta C, Ogura A, 
Miyoshi T, Ogawa T, Kanbayashi D, Tanaka 
T, Yumisashi T, Komano J. Clinical value 
of enzyme immunoassay that detects 
rubella-specific immunoglobulin M 
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immediately after disease onset. 
Microbiol Immunol. 2019 
Jan;63(1):32-35. doi: 
10.1111/1348-0421.12664. PubMed 
PMID:30549103. 

7. Sakon N, Sadamasu K, Shinkai T, Hamajima 
Y, Yoshitomi H, Matsushima Y, Takada R, 
Terasoma F, Nakamura A, Komano J, 
Nagasawa K, Shimizu H, Katayama K, 
Kimura H. Foodborne Outbreaks Caused by 
Human Norovirus 
GII.P17-GII.17-Contaminated Nori, 
Japan, 2017. Emerg Infect Dis. 2018 
May;24(5):920-923. 
doi:10.3201/eid2405.171733. PubMed 
PMID: 29664371; PubMed Central PMCID: 
PMC5938760. 

8. Kariya N, Sakon N, Komano J, Tomono K, Iso 
H. Current prevention and control of 
health care-associated infections in 
long-term care facilities for the 
elderly in Japan. J Infect Chemother. 
2018 May;24(5):347-352. 
doi:10.1016/j.jiac.2017.12.004. Epub 
2018 Jan 11. PubMed PMID: 29336918. 

9. 下坂 馨歩, 浅香 敏之, 今村 淳治, 横幕 能
行, 片山 雅夫, 川崎 朋範, 下坂 寿希, 亀
井 克彦, 矢田 啓二, 駒野 淳.ベトナム人
HIV 陽性者から分離された Talaromyces 
marneffei によるマルネッフェイ型ペニ
シリウム症の 1 例. Med Mycol J. 60(1), 
15-20, 2019 

10. Koji Yahara, Shu-ichi Nakayama, Ken 
Shimuta, Ken-ichi Lee, Masatomo Morita, 
Takuya Kawahata, Toshiro Kuroki, Yuko 
Watanabe, Hitomi Ohya, Mitsuru Yasuda, 
Takashi Deguchi, Xavier Didelot, Makoto 
Ohnishi. Genomic surveillance of 
Neisseria gonorrhoeae to investigate 
the distribution and evolution of 
antimicrobial resistance determinants 
and lineages. Microbial Genomics 2018 
Aug;4(8). DOI 10.1099/mgen.0.000205. 
PMID: 30063202 

 
２．学会発表 

1. 川畑拓也、小島洋子、森 治代、本村和嗣、
渡邊 大、大森亮介、駒野 淳、福武勝幸、
健診センター・人間ドックにおける HIV
検査の現状に関するアンケート調査結果、
第 32 回近畿エイズ研究会学術集会、大阪、
2018 

2. 小島洋子、川畑拓也、森 治代、駒野 淳、
HIV 陽性者における HBV および梅毒ト
レポネーマの感染実態、第 32 回近畿エイ
ズ研究会学術集会、大阪、2018 

3. 川畑拓也、小島洋子、古林敬一、口腔･咽
頭検体の梅毒トレポネーマ遺伝子 PCR に
おいて梅毒陽性と誤認しかけた事例、第 7
回日本性感染症学会関西支部総会、大阪、
2018 

4. 川畑拓也、小島洋子、古林敬一、モバイル 
リアルタイム PCR 装置（PCR1100）を用
いた梅毒トレポネーマ PCR 法の構築、第
31 回日本性感染症学会学術大会、東京、
2018 

5. 川畑拓也、小島洋子、森 治代、井戸田一
朗、近藤真規子、佐野貴子、貞升健志、長
島真美、高田 昇、加藤真吾、須藤弘二、
今村顕史、エビデンスに基づいた専門職向
け HIV 検査 Q&A 集の作成、第 32 回日本
エイズ学会学術集会、大阪、2018 

6. 小島洋子、川畑拓也、森 治代、本村和嗣、
渡邊 大、大森亮介、駒野 淳、福武勝幸、
職域での健診機会を利用した健診センタ

ー・人間ドック施設における HIV 検査の

現状調査、第 32 回日本エイズ学会学術集
会、大阪、2018 

7. 近藤真規子、佐野貴子、長島真美、貞升健
志、川畑拓也、加藤真吾、今村顕史、全国
地方衛生研究所における HIV 検査実施状
況、第 32 回日本エイズ学会学術集会、大
阪、2018 

8. 貞升健志、長島真美、北村有里恵、熊谷遼
太、根岸あかね、新開敬行、松岡佐織、川
畑拓也、近藤真規子、今村顕史、全国の地
方衛生研究所を対象とした HIV 検査精度
管理の実施、第 32 回日本エイズ学会学術
集会、大阪、2018 

9. 土屋菜歩、佐野貴子、近藤真規子、堅多敦
子、石丸雄二、城所敏英、カエベタ亜矢、
川畑拓也、貞升健志、須藤弘二、加藤真吾、
大木幸子、今井光信、今村顕史、保健所・
検査所における HIV 検査・相談実施状況
および陽性率に関するアンケート調査、第
32 回日本エイズ学会学術集会、大阪、2018 

10. 土屋菜歩、佐野貴子、近藤真規子、堅多
敦子、石丸雄二、城所敏英、カエベタ亜矢、
川畑拓也、貞升健志、須藤弘二、加藤真吾、
大木幸子、今井光信、今村顕史、保健所・
検査所における梅毒検査実施状況および
陽性率に関するアンケート調査、第 32 回
日本エイズ学会学術集会、大阪、2018 
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11. 齊藤孝子、松浦基夫、川畑拓也、森 治
代、小島洋子、HIV 急性感染における
HIVAg/Abの発光強度とHIV-1 RNA定量
の乖離について、第 32 回日本エイズ学会
学術集会、大阪、2018 

 
Ｈ. 知的財産権の出願・登録状況 
 該当なし 
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厚生労働科学研究費補助金（エイズ対策政策研究事業） 

分担研究報告書 
 

健診センター･人間ドック施設における HIV･梅毒検査の試行に関する研究 
 

研究代表者 川畑拓也 地方独立行政法人 大阪健康安全基盤研究所 主幹研究員 
研究分担者 渡邊 大 国立病院機構 大阪医療センター HIV 感染制御研究室長 
研究協力者 崎原永辰 那覇市医師会生活習慣病検診センター センター長 
研究協力者 真栄田哲 那覇市医師会生活習慣病検診センター 検診部次長 
研究協力者 上原大知 那覇市医師会生活習慣病検診センター 検診部 
研究協力者 仲宗根正 那覇市保健所 参事 
研究協力者 久高 潤 沖縄県保健医療部地域保健課結核感染症班 班長 
研究協力者 仁平 稔 沖縄県保健医療部地域保健課結核感染症班 主任技師 

 
研究要旨 
 健診センター･人間ドック施設（以下健診施設）における HIV 検査･梅毒検査の試
行を検討した。方法は、健診施設の協力を募り、検査案内の方法・検査提供方法・
結果返却方法については健診施設と十分に協議を重ねることでその健診施設の現
状にあった実施方法を選択することとした。 
今年度は沖縄県那覇市の健診施設から協力の申し出があり、検査提供実施に向け

て準備を行った。様々な検討を経て準備はほとんど整ったものの、陰性結果通知方
法の準備や、健診施設の他の業務との兼ね合いから、予定していた年度内の検査提
供開始は見送らざるをえなかった。次年度の早い時期から検査提供を開始する予定
である。 
 

Ａ.研究目的 
昨年度我々は全国の 1,784 ヶ所の健診施設

を対象にアンケート調査を行い、459 施設
(25.7%)の回答から、140 施設(30.5%)で HIV 検
査が提供されており、その受検割合は
0.16%(健診利用者2,912,933名中HIV検査受検
者 4,536 名)で有ることを明らかにした。一方、
国は平成30年7月13日発出の健発０７１３第
１号により特定感染症検査等事業実施要綱の
改正を、同２号により「職域健診ＨＩＶ・性感
染症検査モデル事業について」を通知し、いわ
ゆる「エイズ対策における重点都道府県等」
（平成２５年１月２９日付健疾発０１２９第
１号「重点的に連絡調整すべき都道府県等の選
定について」における選定団体）に対し、職域
健診 におけるＨＩＶ・性感染症検査モデル事
業の実施を促した。 

しかし、自治体では前年度に次年度の予算を
確保する手続きを行うため、年度途中に改正通
知された本モデル事業を実施できる予算を確
保出来ている自治体は無く、本モデル事業の実
施はどこのエイズ対策における重点都道府県
等でも難しかった。 

そこで、当研究班が研究の枠組みでＨＩＶ・
性感染症検査(モデル)事業を試行し、次年度以

降、自治体の予算が確保出来た段階で自治体が
実施主体として行うモデル事業に、順次切り替
えていく事として、本研究を実施した。 
 

Ｂ.研究方法 
当初、昨年の国内の健診施設向けアンケート
調査の回答から把握した HIV 検査をすでに提
供している施設に対し個別に接触し、研究へ
の参加を依頼していたが、なかなか協力施設
が得られなかった。そこで、自身のネットワ
ークを頼り協力施設を探したところ、沖縄県
那覇市の健診施設から協力の検討が可能との
返事を頂き、研究班と健診施設とで実施に向
けての検討を開始した。 
（倫理面への配慮） 
 本研究は地方独立行政法人 大阪健康安全基
盤研究所 倫理審査委員会の承認を得て実施し
た（申請番号：1802-077、0810-05-4）。 
 
Ｃ.研究結果 
1.健診施設について 
 今回、研究協力の申し出が有ったのは「一般
社団法人 那覇市医師会生活習慣病検診セン
ター（沖縄県那覇市東町 26 番地 1 号）」
（https://www.nma-kensin.jp/）である。 
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2.HIV 検査提供状況について 
 那覇市医師会生活習慣病検診センターでは
これまで、HIV 検査をオプション検査の項目に
掲載するなど、健診利用者が自発的に HIV 検査
を受けられるようにはしていなかった。しかし、
競技者同士の接触による観血的なケガが予想
される様なスポーツ大会の参加者の検査等、依
頼を受けて HIV 検査を行ったことはこれまで
にも経験があり、HIV 検査の実施自体には、そ
れほどハードルは高くなかったことが考えら
れた。 
 
3.HIV 検査の案内について 
HIV 検査の案内用の資材が、HIV･エイズの最
新知識提供の非常に良い機会になるという、
我々の考えに共感頂き、研究班で作成中の啓発
資材を用いてもらえる予定である（詳細は分担
研究: 健診センターに於ける HIV･梅毒検査案
内を用いた HIV 知識習得に関する研究、を参照
されたい）。また、その啓発資材の使用に先立
ち、HIV･エイズに関する知識の保有状況を調査
する目的で、健診利用者に対しアンケート調査
を実施した（詳細は分担研究: 健診センター・
人間ドック施設における健診機会を利用した
HIV 知識習得の有効性の推定、を参照された
い）。 
 
4.提供する HIV 検査･梅毒検査の内容について 
 ･HIV 検査について 
 健診施設で提供する HV 検査に関しては、大
きく分けて２つの案がある。一つは、スクリー
ニング検査と確認検査の両方をトータルで提
供する案で、もう一つがスクリーニング検査の
みを提供する案である。 

前者の場合、 
・HIV 陽性者を 1施設で正確に判定し、エイズ
治療拠点病院に高い確率でつなぐ事が可能で
あること、 
・スクリーニング検査陽性者は別の施設へ確認
検査を受けに行く必要性が無いこと、 
・スクリーニング検査で偽陽性になる多くの
HIV 陰性者に対し、無用な心配をしなくても良
いようにすること、 
が可能であるだけでなく、対応する健診施設側
の労力も削減することが可能になるなど４つ
の大きなメリットがある。その一方で、多くの
利用者の対応を限られた時間の中で実施して
いる健診施設に、普段経験の少ない HIV 陽性の
告知という、専門的なスキルと時間が要求され
る事柄の実施を新たに負担・実施いただかなけ

れならなくなるというデメリットも大きい。 
 後者の場合、健診施設はスクリーニング検査
のみを実施するため、検査時の負担も最小限で
あり、結果返しについても郵便で行える等、健
診施設側のメリットは非常に大きい。一方で利
用者にとっては、スクリーニング検査陽性であ
った場合、別の確認検査実施施設へ行かなけれ
ばならなくなるなど、追加で手間と時間がかか
ることになり、その後に適正な医療を受ける人
の割合が下がってしまうことが危惧される。 
 そこで上記のメリットとデメリットを総合
的に判断し、且つ健診施設の実情に照らした結
果、今回、那覇市医師会生活習慣病検診センタ
ーでは、HIV スクリーニング検査のみを提供す
ることなった。さらに、那覇市保健所の総合的
な協力が得られたことから、スクリーニング検
査で陽性となった場合には、那覇市保健所の受
診を勧め、保健所においてカウンセリング、確
認検査と、確認検査で陽性が確認された後のエ
イズ診療拠点病院への紹介を受けられる体制
が整った。 
 ･梅毒検査について 
 健診施設で提供する梅毒検査に関しても、大
きく分けて２つの案がある。一つは、STS 検査
と TP 特異的検査の両方を提供する案で、もう
一つが TP 特異的検査のみを提供する案である。
（STS 検査単独での提供は、生物学的偽陽性の
存在などを考慮し、実施方法の検討から除外し
た。） 
前者の場合、検査結果から梅毒の治療が必要

な患者かどうかが判断でき、診療所等梅毒治療
を行っている医療機関を紹介することが可能
であり、利用者にとっても治療までスムーズに
移行できることはメリットが大きいと思われ
る。 
後者の場合は、 TP 抗体検査は既感染でも陽

性となる場合が多く、利用者の現在の感染を正
確に判定するには、追加で SRS 検査と TP 特異
検査の定量検査を実施する必要がある。既感染
の対応については、現在は梅毒の流行期である
ため、TP 抗体陽性者は積極的に感染の有無を
精査し、感染者の早期発見･早期治療が必要で
あるため、医療機関において梅毒治療後のフォ
ローアップを受けている人以外のすべての TP
陽性者を医療機関に紹介することとした。（こ
の対応方法を実施している自治体も見られる。
例:大阪府） 
両案ともに利用者が梅毒検査陽性であった場
合、梅毒の治療に精通した診療所等医療機関を
紹介する必要があり、そのために事前に近隣の
医療機関の把握が重要であったが、今回、那覇



 15

市保健所の総合的な協力が得られたことから、
TP 抗体が陽性になった場合には、那覇市保健
所の受診を勧め、保健所においてカウンセリン
グと、梅毒の治療に精通した診療所等医療機関
へ紹介を受けられる体制が整った。 

 
5.結果返却の方法について 
 那覇市医師会生活習慣病検診センターとの
協議では、当初、受検者数はそれ程は多くはな
らないであろうという見込みと、HIV 検査結果
は高度にプライバシー保護の必要性がある情
報であるという配慮から、受検者の検査結果は
全て対面で返却する方針が示されていた。 
 しかし、その後の医師会での検討の結果、健
診のみの利用者と予約を分けることが難しく、
双方の待ち時間が長くなってしまう懸念と、
HIV･梅毒検査利用者がいつ検査結果を聞きに
来るかが分らず、本人確認と検査結果の照合の
ミスがでる懸念が浮かび上がった。そこで、
様々な検討を行い、最終的には検査結果が両方
とも陰性の利用者には、圧着ハガキを用いて
「親展」で検査結果を郵送し、結果が一つでも
陽性になった利用者には、電話連絡等により検
診センターへの受診を促し、対面で結果のお知
らせを行う事とした。 
（検査の結果は法令上で規定された「親書」に
あたるため、一般親書事業の認可を受けている
日本郵便株式会社のみでしか配達できず、宅配
便事業者が実施している「コンビニ留め」とい
った個人がいつでも確実に受け取れるような
サービスは、現状では利用できない。） 
 
6.検査提供開始時期について 
 那覇市医師会生活習慣病検診センターにお
ける HIV･梅毒検査提供に関する検討は、年度
内には終了し、準備はほとんど整ったものの、
陰性結果通知方法の準備や、健診施設の他の業
務との兼ね合いから、予定していた年度内の検
査提供開始は見送らざるをえなかった。次年度
早々に開始できるよう、引き続き準備を行う。 
 
7.モデル事業との関連について 
 那覇市はモデル事業の実施委託先となりう
る「重点都道府県等」ではないが、重点都道府
県である沖縄県のエイズ対策担当者の協力も
得られており、令和２年からモデル事業を沖縄
県で開始できるよう、今後も連絡を密にして協
力していきたいと考えている。 
 
Ｄ.考察 

今回、協力を申し出てくれた健診施設は、こ

れまで HIV 検査をオプション検査として健診
利用者に提供している施設では無かった。しか
しながら、様々な課題を共有し、検討すること
で、実際に HIV･梅毒検査の実施にあと少しの
ところまでこぎ着けることが出来た。今回の検
討結果より、これまで HIV 検査を提供していな
い健診施設では、検査の結果お知らせの方法を
どのようにするか、ということが検査提供の導
入に向けたキーポイントだということが改め
て明らかとなった。従って、すでに HIV 検査を
健診利用者に提供している健診施設に対して
自治体から協力を要請した場合、協力の了承は
比較的得やすいのでは無いかと思われた。一方
で、今回具体的な協力健診施設が得られ、ゼロ
から実際に健診における HIV･梅毒検査を提供
する事が出来る様にまでこぎ着けられたこと
で、他の健診施設へ協力を呼びかけた場合に、
協力者が得やすくなる効果も期待でき、本研究
において非常に大きな成果となったと考える。 
 
Ｅ.結論 
 これまで HIV 検査･梅毒検査を健診利用者に
提供していなかった健診施設において、検査を
提供する直前までこぎ着けた。今後、他の健診
施設への波及効果が期待される。 
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Ｈ. 知的財産権の出願・登録状況 
 該当なし 
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厚生労働科学研究費補助金（エイズ対策政策研究事業） 

分担研究報告書 
 

健診施設に於ける HIV･梅毒検査案内を用いた HIV 知識習得に関する研究 
 

研究分担者 森 治代  地方独立行政法人 大阪健康安全基盤研究所 総括研究員 
研究分担者 本村和嗣  地方独立行政法人 大阪健康安全基盤研究所 課長 
研究協力者 根岸由美子 
研究代表者 川畑拓也  地方独立行政法人 大阪健康安全基盤研究所 主幹研究員 

 
研究要旨 
 検診施設で配布する HIV･梅毒検査の案内に HIV 感染症･エイズの最新情報を盛り
込むことで、健診利用者の HIV 知識習得を図ることを目的とした。 
今年度は、検査案内に盛り込む HIV の情報を絞り、その上で実際に配布する資材

案を複数作成した。 
今後は、作成した資材を健診施設で配布し、知識提供前後の集団間で HIV 感染症

の理解度をアンケート調査により比較する。 
 

Ａ.研究目的 
かつて情報ソースの主流であった新聞やテ

レビが弱体化し、web や SNS、動画配信サービ
スといったインターネットのサービスが情報
ソースの中心になった現代においては、情報ソ
ースが乱立したせいで、普及が必要な健康情報
を万人に伝えることが困難になった。一方で、
HIV 感染症対策には早期検査･早期治療が必要
であるが、それには HIV 感染症･エイズに対す
る正しい知識の普及が必須である。しかしなが
ら、HIV 感染症は発見当初に治療法のない致死
的な疾患としてセンセーショナルに登場した
ため、国民の半数以上が、いまだに HIV 感染症
は「エイズで死ぬ病」と認識しており（平成
30 年 1 月実施、内閣府世論調査)、このことが
未だに陽性者の差別に繋がったり、HIV 検査を
受けることすら他人に知られたくないと考え
る人が少なくない事の主な原因と考えられる。 

こうした状況の中、我々は健診受診者が手に
する検査案内が、HIV 感染症の最新情報を広く
普及させるツールとなり得るポテンシャルを
秘めていると考え、健診施設における HIV･梅
毒検査の案内に、HIV･エイズの最新情報を盛り
込み、HIV に関する知識の習得向上を実証する
ことを目的とした。 

 
Ｂ.研究方法 
啓発事項の決定 
 健診施設で配布する HIV 検査の案内には、
HIV の最新情報の他に、実際に検査を受けるこ
とを躊躇する原因を解消し、受検に繋がる内容
を盛り込むことも必要である。そこで、HIV 感

染症･エイズの知識としては、内閣府が平成 30
年 1 月実施した世論調査「HIV 感染症･エイズ
に関する世論調査」を参考に、また、HIV 検査
の受検を躊躇することを解消する事柄として、
以下に挙げる内容を資材で取り上げた。 
(1) 正しい知識の普及 
(HIV 関連) 
 ･HIV 感染症･エイズは「死に至る病」ではあ
りません。 
 ･抗 HIV 薬で治療すればパートナーに感染し
ません。 
 ･HIV 感染は検査を受けなければ分りません。 
 ･抗 HIV 薬は一日一回一錠服用のものもあり
ます。 
（梅毒関連） 
 ･国内で性感染症の梅毒が急増しています。 
 ･梅毒は何度でも感染します。 
 ･妊娠中の女性が梅毒に感染すると流産や死
産の原因となります。 
 ･梅毒感染により赤ちゃんに重篤な影響が出
る場合があります。 
 ･梅毒は抗生物質の飲み薬で治療できます。 
(2)受検を勧奨する内容 
 ･検査結果は 2週間程度で分ります。 
 ･結果はあなただけにお伝えします。 
 ･健康診断の依頼元の会社の人には、検査結
果も検査を受けたことも決して伝えません。 
（倫理面の配慮） 
本研究は地方独立行政法人 大阪健康安全基盤
研究所倫理審査委員会の承認を得て実施した 
（申請番号：1802-077）。 
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Ｃ.研究結果 
啓発資材について 
 読みやすい字の大きさや、色使いに配慮し、
また、手に取った健診利用者がなじみやすいよ
うに無料イラストの使用も考慮して、Ａ案の資
材を作成した（図１）。その後、医療関連の啓
発資材の製作に詳しい研究協力者の鑑修によ
り、検診センターでの配布を念頭においた、よ
り落ち着いたデザインに改変したＢ案の資材
も作成した（図２）。 
 
Ｄ.考察 
資材に盛り込む必要のある啓発の文言（語句
や表現）については、ある程度予想できるが、
啓発資材がどの様なデザインであれば、知識の
向上に寄与するか、あるいは、受検者数の向上
に寄与するかは、実際に複数のデザインを試し
てみて、比較しなければ、明らかにすることは
難しいと考える。また、実際に試してみる場合
も、同じ母集団で繰り返し試すことは出来ない
ため、大まかな傾向しかつかめない可能性があ
る。 
 
Ｅ.結論 
 手にした者の HIV と梅毒の知識習得を可能
とする、健診施設における HIV･梅毒検査の案
内資材を試作した。今後、実際に使用し、その
効果を検証する。 
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図２（Ｂ案：外面） 
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研究要旨 
 HIV 感染症の流行制圧には疾病への正しい理解が必須であることが知られてお
り、効果的な知識習得の為の手法の開発が必要である。職域健診は広く労働者の健
康を守るため法的根拠の下で実施されるものであり、その機会を HIV 感染症への知
識習得の機会として活用することができれば国民への啓発として極めて高い効果
が期待され、ひいては HIV 感染症の流行制圧に大いに貢献できると考えられる。本
研究は職域健診においてHIV感染症啓発活動の効果を数理モデルによって解析する
ものである。このためには知識提供前後の集団間で HIV 感染症の理解度を比較する
必要がある。今年度は、健診センターの受検者を対象に知識提供前の HIV 感染症に
対する理解を測る書面調査を行った。 
 その結果、本研究の調査対象では HIV の知識習得に余地があることが判明し、健
診施設での HIV の知識習得の効果が期待される。 
 

Ａ.研究目的 
 感染症制圧は、効果的な介入を効果的な宿

主集団において計画的に行う事が必須である。
HIV は性感染症の一つである為、効果的な介入
計画立案のための正確な流行状況を把握しに
くい状況となっている。正確な流行状況把握の
ためには HIV 検査受検者を増加する必要があ
り、そのためには一般市民全体に HIV を正しく
理解していただく必要がある。 

我が国での HIV への理解度を代表する例と
して、以下のようなものがある。HIV はその発
見当時は致死性が非常に高く恐れられていた
が、多くの AIDS 発症予防薬が開発され、感染
を早期発見できれば致死性は非常に低いもの
となった。これに対し、平成 30 年 1 月実施の
内閣府の世論調査「HIV 感染症･エイズに関す
る世論調査」において、回答者の 52.1%が、「エ
イズは死に至る病である」と回答しており、大
半の国民が HIV に対する正しい理解がなされ
ていない事を示唆している。HIV への正しい理
解がなされていない事は個人レベルでの HIV
感染予防といった介入が効果的に行われてい
ない事が想定される。 

職域健診は、労働者が健康に働き続けられる
ようにするため、事業者が費用を負担し、労働

者に健康診断を受けてもらうことで、病気の早
期発見や健康意識の向上を目的としている。健
診センターや人間ドック施設（以下、健診施設）
での健診において、HIV の正しい知識を提供す
る事ができれば、HIV 検査受験者数の増加や、
将来の HIV 感染を未然に防ぐことに繋がると
予想され、職域健診の目的にも合致していると
考えられる。 
本研究では、効果的な一般市民の HIV 感染症

に対しての正しい知識習得の手法を確立する
ため、職域健診における HIV に対する知識の提
供の HIV に対する理解度への影響を推定する
ことを目的とする。 
 

Ｂ.研究方法 
健診センター･人間ドック施設における HIV 理
解度に関するアンケート調査 
 職域健診における HIV に対する知識の提供
の HIV に対する理解度への影響の推定のため、
健診センター受診者に HIV に対する知識提供
を行い、HIV に対する理解度を、知識提供無し
の受診者の理解度と比較することが目的であ
る。 
 この目的のために、平成 30 年 1 月実施の内
閣府の世論調査「HIV 感染症･エイズに関する
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世論調査」と同一のアンケートを、那覇市医師
会生活習慣病検診センターの受診者を対象に、
平成３１年１月 4 日から１７日にかけて実施
した。本研究の選択バイアスの有無を確認する
ため、内閣府が行ったアンケート調査結果と比
較し、独立性の検定を行った。 
（倫理面の配慮） 
本研究は地方独立行政法人 大阪健康安全基盤
研究所倫理審査委員会の承認を得て実施した 
（申請番号：1802-077）。 
 
Ｃ.研究結果 
1.アンケート調査対象について  
 沖縄で行なったアンケート調査には男性 48
名、女性 54 名、不明１名の計 103 名が参加し
た。内閣府の調査対象の性比とほぼ同一であっ
た(カイ二乗検定、p 値≒1)。年齢構造につい
ては、18 歳から 29 歳までが 19 人、30 歳から
39 歳までが 28 人、40 歳から 49 歳までが 25
人、50 歳から 59歳までが 21人、60歳から 69
歳までが 6 人、70 歳以上が 3 人であり、内閣
府の実施したアンケート調査の年齢構造と大
きく異なった(カイ二乗検定、p値<0.01)。 
2.設問ごとの回答の傾向 
HIV 感染症とエイズの関係の認識については、
同じ事を意味すると思っていたという回答が
一番多く、次いで、違うものであることはなん
となく知っていたが、詳しくは知らなかったと
いう回答が多かった。エイズの印象については、
死に至る病であるという回答が一番多く、次い
で、原因不明で治療法がないという回答が多か
った。HIV 感染の原因については、無防備な性
行為という回答が一番多く、次いで、注射器の
回し打ちという回答が多かった。HIV・エイズ
の最新情報の認知度については、治療方法は進
歩しているが、完治させる事はできず、薬を飲
み続けなければならないという回答が一番多
く、次いで、適切に治療することにより、他の
人へ感染させる危険性を減らす事ができると
いう回答が多かった。HIV に感染したと思った
場合の行動については、診療所いや病院で相談
するという回答が一番多く、次いで、診療所や
病院で検査を受けるという回答が多かった。保
健所での匿名・無料の HIV 検査の認知度につい
ては、知っているという回答と知らないという
回答が同数であった。保健所で HIV 検査を受け
やすくするために重要な事については、匿名・
無料で受けられることの周知という回答が一
番多く、次いで、プライバシーの保護という回
答が多かった。 
3.内閣府が実施した調査結果との比較 

カイ二乗検定およびフィッシャーの正確検定
においてp値が0.3未満である場合を大きな差
と呼ぶこととする。表 1に、本研究の調査結果
と内閣府が実施した調査結果との統計的な相
違の有無を各設問、各年齢群で示す。HIV とエ
イズの関係の認識について、18歳から 29 歳ま
で、50 歳以上の年齢群が、エイズの印象につ
いては60歳から69歳までを除いた全年齢群が、
HIV・エイズの最新情報の認知度は 30 歳以上の
年齢群全てにおいて、HIV に感染したと思った
場合の行動については 18 歳から 49 歳までと
50 歳から 59 歳まで、保健所での匿名・無料の
HIV検査の認知度については18歳から59歳ま
でに、内閣府の調査結果との大きな差が見られ
た。HIV 感染の原因、及び、保健所で HIV 検査
を受けやすくするために重要な事についての
回答は全年齢群で大きな差が見られなかった。 
 
Ｄ.考察 
多くの質問項目において、主に 60 歳以上の年
齢群に、内閣府の調査結果と相違が認められた。
この原因の一つとして、60 歳以上の年齢群の
サンプル数の不足が考えられる。次年度は特に
60 歳以上の年齢群のサンプル数の増加を目標
に、アンケート調査を続行する。 
 エイズの印象について、特定の人達だけ関係
のある病気であると回答した人数が少なかっ
た。また、HIV・エイズの最新情報の認知度に
ついて、全て知らないと回答した人が少なかっ
た。これらの結果が、本研究と内閣府の調査結
果の差を生み出していたと考えられる。この点
においては、内閣府の調査結果と比べ、本研究
の調査対象が HIV の理解度が高いと考えられ
る。一方で、HIV の理解度が低いと考えられる
結果もあった。HIV とエイズの関係の認識につ
いては、正しく理解していたと回答した人数が
少なかった。これは、本研究の調査対象がまだ
HIV の理解度を高める事ができる余地がある
事を意味し、本研究の主題である、健診施設で
の HIV の知識習得の効果が期待される。 
 低年齢群ほど、保健所などの相談窓口に相談
すると回答した人数が少なかった。これは内閣
府の調査結果と合致する結果であった。若年層
の一般市民の保健所の活用の促進の為には、自
治体による情報提供等の活動が必要である事
が示唆される。 
 
Ｅ.結論 
 本研究の調査対象では HIV の知識習得に余
地があり、健診施設での HIV の知識習得の効果
が期待される。 
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表１ 各設問および各年齢群での本研究の調査結果と内閣府の調査結果の相違 

年齢群 

設問 

HIV とエイズの
関係の認識 

エイズの印象 HIV 感染の原因 
HIV・エイズ
の最新情報
の認知度 

HIV に感染した
と思った場合

の行動 

保健所での
匿名・無料の
HIV 検査の認

知度 

保健所でＨＩＶ検査を
受けやすくするため

に重要なこと 

18 歳-29 歳 相違あり 相違あり 相違なし 相違なし 相違なし 相違なし 相違なし 

30 歳-39 歳 相違なし 相違あり 相違なし 相違あり 相違なし 相違なし 相違なし 

40 歳-49 歳 相違なし 相違あり 相違なし 相違あり 相違なし 相違なし 相違なし 

50 歳-59 歳 相違あり 相違あり 相違なし 相違あり 相違あり 相違なし 相違なし 

60 歳-69 歳 相違あり 相違なし 相違なし 相違あり 相違なし 相違あり 相違なし 

70 歳以上 相違あり 相違あり 相違なし 相違あり 相違あり 相違あり 相違なし 
カイ二乗検定およびフィッシャーの正確検定の P値が 0.3 未満の結果を相違ありとした 
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HIV とエイズの関係の認識（単位：人） 

  該当者数 
関係ないものだと思

っていた 
同じことを意味する

と思っていた 

違うものであること
はなんとなく知って
いたが、詳しくはわ

からなかった 

正しく理解していた わからない 

内閣府調査       
総数 1671 189 617 434 331 100 

18 歳-29 歳 133 5 40 51 37 0 
30 歳-39 歳 175 12 67 47 46 3 
40 歳-49 歳 271 20 106 70 72 3 
50 歳-59 歳 265 16 122 66 61 0 
60 歳-69 歳 361 59 141 84 63 14 
70 歳以上 466 77 140 117 52 80 

       
本研究調査       

総数 102 4 42 32 21 3 
18 歳-29 歳 19 1 10 6 2 0 
30 歳-39 歳 28 2 11 10 5 0 
40 歳-49 歳 25 1 8 8 8 0 
50 歳-59 歳 21 0 11 6 3 1 
60 歳-69 歳 6 0 1 2 1 2 
70 歳以上 3 0 1 0 2 0 
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エイズの印象（単位：人） 

  該当者数 
死に至る病

である 

原因不明で
治療法がな

い 

特定の人達
にだけ関係
のある病気

である 

毎日大量の
薬を飲まな
ければなら

ない 

仕事や学業
など、通常
の社会生活
はあきらめ
なければな

らない 

どれにもあ
てはまら

ず、不治の
特別な病だ
とは思って

いない 

その他 わからない 
計 

(M.T.) 

内閣府調査           
総数 1671 871 560 333 231 184 262 3 89 2532 

18 歳-29 歳 133 68 52 30 24 16 22 0 2 214 
30 歳-39 歳 175 104 68 20 37 23 25 1 3 281 
40 歳-49 歳 271 153 107 42 41 28 52 1 4 428 
50 歳-59 歳 265 148 86 49 36 29 47 0 1 396 
60 歳-69 歳 361 185 118 87 58 52 60 1 12 573 
70 歳以上 466 212 130 105 35 35 57 0 66 640 

           
本研究調査 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 

総数 102 45 24 12 18 11 23 7 4 144 
18 歳-29 歳 19 10 3 0 3 3 4 2 1 26 
30 歳-39 歳 28 12 8 5 7 6 5 1 2 46 
40 歳-49 歳 25 14 8 2 4 1 5 3 0 37 
50 歳-59 歳 21 6 4 4 4 1 6 1 0 26 
60 歳-69 歳 6 3 1 1 0 0 0 0 1 6 
70 歳以上 3 0 0 0 0 0 3 0 0 3 
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HIV 感染の原因（単位：人） 

  
該当者

数 
握手 

軽いキ
ス 

無防備
な性行

為 

かみそ
りや歯
ブラシ
の共用 

お風呂
に一緒
に入る 

トイレの
共用 

ペットボ
トル飲
料の回
し飲み 

注射器
の回し
打ち 

蚊の媒
介 

授乳 その他 
わから
ない 

計 
(M.T.) 

内閣府調査                
総数 1671 35 291 1425 730 70 65 242 1230 416 373 3 89 4970 

18 歳-29 歳 133 1 24 121 45 9 3 18 103 47 41 0 2 414 
30 歳-39 歳 175 2 22 159 83 5 7 17 151 60 40 0 0 546 
40 歳-49 歳 271 4 37 244 138 8 5 24 234 86 76 1 0 857 
50 歳-59 歳 265 4 42 245 153 7 10 41 227 61 63 1 1 855 
60 歳-69 歳 361 5 73 309 175 15 12 64 272 89 85 1 11 1111 
70 歳以上 466 19 93 347 137 27 28 78 243 73 67 1 74 1187 

               
本研究調査               

総数 102 1 11 94 53 2 2 15 88 27 29 3 0 325 
18 歳-29 歳 19 0 2 17 7 0 0 1 15 6 5 0 0 53 
30 歳-39 歳 28 0 2 28 16 2 2 2 25 9 8 1 0 95 
40 歳-49 歳 25 0 2 23 11 0 0 5 23 6 8 2 0 80 
50 歳-59 歳 21 1 2 19 14 0 0 6 19 6 6 0 0 73 
60 歳-69 歳 6 0 2 5 2 0 0 0 3 0 2 0 0 14 
70 歳以上 3 0 1 2 3 0 0 1 3 0 0 0 0 10 
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HIV・エイズの最新情報の認知度（単位：人） 

  該当者数 

治療薬には
１日１回１

錠の服薬で
済むものも

ある 

薬の副作用
はほとんど
なく、通常

の社会生活
を送ること
ができる 

適切な治療
を行えば、
ＨＩＶに感染
しても、感
染していな
い人とほぼ
同じ寿命を
生きること
ができる 

適切に治療
することに
より、他の
人へ感染さ
せる危険性
を減らすこ
とができる 

治療方法は
進歩してい
るが、完治
させること
はできず、
薬を飲み続
けなければ

ならない 

全て知らな
い 

その他 わからない 
計 

(M.T.) 

内閣府調査            
総数 1671 110 227 442 556 367 586 2 167 2458 

18 歳-29 歳 133 6 16 31 41 28 50 0 6 178 
30 歳-39 歳 175 17 21 46 54 53 70 0 9 270 
40 歳-49 歳 271 19 45 87 115 85 71 0 12 434 
50 歳-59 歳 265 20 44 99 110 64 86 0 9 432 
60 歳-69 歳 361 18 50 97 125 77 133 1 29 530 
70 歳以上 466 30 52 83 111 60 176 0 102 614 

           
本研究調査           

総数 102 5 12 24 43 44 13 1 17 159 
18 歳-29 歳 19 2 4 3 8 4 6 0 1 28 
30 歳-39 歳 28 1 2 7 11 17 4 0 3 45 
40 歳-49 歳 25 0 1 6 11 13 1 1 3 36 
50 歳-59 歳 21 2 3 5 9 7 1 0 8 35 
60 歳-69 歳 6 0 0 0 2 2 1 0 2 7 
70 歳以上 3 0 2 3 2 1 0 0 0 8 
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HIV に感染したと思った場合の行動（単位：人） 

  該当者数 
診療所や病
院で相談す

る 

保健所など
の相談窓口
に相談する 

診療所や病
院で検査を

受ける 

保健所で検
査を受ける 

民間協力団
体（ＮＧＯ・ボ
ランティア）
の相談窓口
に相談する 

何もしない その他 わからない 

内閣府調査          
総数 1671 570 333 444 236 20 20 2 47 

18 歳-29 歳 133 46 18 49 17 3 0 0 0 
30 歳-39 歳 175 50 32 57 32 2 1 0 1 
40 歳-49 歳 271 75 50 81 54 5 4 0 2 
50 歳-59 歳 265 79 64 66 48 5 0 1 2 
60 歳-69 歳 361 129 88 95 37 4 4 0 4 
70 歳以上 466 191 80 96 48 1 11 1 38 

          
本研究調査          

総数 93 32 14 25 20 1 0 0 1 
18 歳-29 歳 19 10 0 6 3 0 0 0 0 
30 歳-39 歳 25 8 2 7 7 1 0 0 0 
40 歳-49 歳 24 6 3 8 7 0 0 0 0 
50 歳-59 歳 18 4 8 3 2 0 0 0 1 
60 歳-69 歳 5 3 0 1 1 0 0 0 0 
70 歳以上 2 1 1 0 0 0 0 0 0 

複数回答されたものに関しては除いた 
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保健所での無料・匿名の HIV 検査の認知度（単位：人） 

  該当者数 知っている 知らない 

内閣府調査    
総数 1671 869 802 

18 歳-29 歳 133 58 75 
30 歳-39 歳 175 92 83 
40 歳-49 歳 271 158 113 
50 歳-59 歳 265 169 96 
60 歳-69 歳 361 213 148 
70 歳以上 466 179 287 

    
本研究調査    

総数 102 51 51 
18 歳-29 歳 19 6 13 
30 歳-39 歳 28 12 16 
40 歳-49 歳 25 13 12 
50 歳-59 歳 21 16 5 
60 歳-69 歳 6 1 5 
70 歳以上 3 3 0 
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保健所で HIV 検査を受けやすくするために重要なこと（単位：人） 

 
該当者

数 

匿名・
無料で
受けら

れること
の周知 

保健所
のある
場所の
周知 

利便性
の高い
場所で
の検査
の実施 

プライ
バシー
の保護 

平日に
おける
検査
日・検
査時間
の拡充 

夜間検
査の実

施 

休日検
査の実

施 

十分な
説明 

適切な
医療機
関の情
報提供 

他の性
感染症
との同
時検査 

その他 
特にな

い 
わから
ない 

計 
(M.T.) 

内閣府調査                
総数 1671 1176 461 363 1098 399 533 603 700 627 317 7 42 52 6378 

18 歳-29 歳 133 98 49 28 86 32 48 52 69 54 30 0 0 0 546 
30 歳-39 歳 175 132 64 47 120 64 77 91 86 65 46 1 0 0 793 
40 歳-49 歳 271 217 76 62 205 73 124 134 125 109 63 1 0 0 1189 
50 歳-59 歳 265 209 71 71 209 78 105 130 126 122 57 1 1 3 1185 
60 歳-69 歳 361 245 87 87 249 80 103 109 162 150 63 1 5 2 1344 
70 歳以上 466 276 112 67 229 73 76 88 132 126 59 3 35 46 1322 

                
本研究調査                

総数 102 83 24 21 70 21 39 46 39 37 25 4 0 1 410 
18 歳-29 歳 19 15 3 8 9 4 6 9 11 6 7 0 0 0 78 
30 歳-39 歳 28 22 8 6 17 7 15 12 9 11 9 1 0 1 118 
40 歳-49 歳 25 22 7 3 20 4 12 13 7 10 3 0 0 0 101 
50 歳-59 歳 21 19 2 3 18 4 5 10 8 5 3 1 0 0 78 
60 歳-69 歳 6 2 1 0 3 0 0 1 2 2 1 2 0 0 14 
70 歳以上 3 3 3 1 3 2 1 1 2 3 2 0 0 0 21 
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